
柏原市まち・ひと・しごと創生総合戦略　ＫＰＩ（重要業績評価指標）　進捗状況一覧表
（達成状況：「◎」達成、「△」取組中、「×」未取組又は基準値以下に低下）

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

子育て支援の満足度 3.24 3.66 3.31 △（90.4%） 市民意識調査の結果（5段階の満足度）

教育指導の満足度 2.95 3.53 3.10 △（87.8%） 市民意識調査の結果（5段階の満足度）

【施策１：結婚支援の充実】

①「出会いと結婚」の機会づくり

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

婚活イベント参加者数（年間） － 120人 未実施 ×（0%）
【平成27年度加速化交付金事業】Ｈ28年度実施予定
　出会いと結婚の機会をつくると同時に本市の魅力をアピー
ルし、市内での定住につなぐ施策。

年間家賃補助件数（年間） － 60世帯 未実施 ×（0%）
新婚世帯に家賃を補助することで、結婚して市内で定住
してもらえる施策。

【施策２：妊娠・出産支援の充実】

①妊娠・出産支援体制整備

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

乳幼児健診受診率（4か月児、1歳
6か月児、3歳6か月児）

4か月健診
99.0%

１歳６か月健診
97.0%

３歳６か月健診
87.0%

4か月健診
99.0%

１歳６か月健診
97.0%

３歳６か月健診
88.0%

4か月健診
97.0 %

１歳６か月健診
96.6 %

３歳６か月健診
92.3 %

4か月健診
×（.基準値以下）
１歳６か月健診

×（基準値以下）
３歳６か月健診
◎（105%）

　３歳６ヶ月健診について、市内保育所、幼稚園にポスタ―
を貼ったり、保育所から受診勧奨してもらうなど関係機関と
連携強化したことで受診率が向上した。

乳児全戸訪問指導実施率 92.7% 100% 94.6% △（94.6%）
　生後２、３か月後の乳児に対して訪問しているが、里帰り
中、入院中等で実施できない場合がある。
　訪問時期をずらして１００％に近づけていく。

基本目標１　『子育て環境ナンバーワンのまち　かしわら』

資料３ 
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【施策３：子育て支援の充実】

①相談支援体制の強化

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

育児相談件数（年間延べ） 700件 1,100件 533件 ×（基準値以下）

　目標件数は、平成31年の０～４歳までの人口の約半数を設
定。
　引き続き、養育家庭訪問事業（ママプラス）を実施し、子
育て世帯からの相談に応え、情報提供を行っていく。

②経済的支援の充実

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

年少人口（0～14歳）の全人口に
占める割合

12.5% 12.7% 12.1% ×（基準値以下）

　こども医療費の受給対象を、平成28年10月より中学3年生
まで拡大する。また、児童扶養手当の支給額を、平成28年4
月分より第２子に対して5,000円、第３子に対して3,000円
増額するため、この効果により目標値により近づくことが期
待される。

③子育て支援サービスの充実

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

施設開放・交流広場つどいの広場
利用者数（年間延べ）

4,399人
⇒40,395人

8,000人
⇒50,000人

39,756人 ×（基準値以下）

　交流広場は、実際の事業としての名称が「つどいの広場」
であるため、分かりやすくするために変更予定。
　基準値についても、施設開放のみの数値となっていること
が判明したため、つどいの広場利用者数を含めた目標値
50,000人に再設定。

子育て応援イベント参加者数
（年間延べ）

6,473人 7,250人 6,005人 ×（基準値以下）

【対象イベント①】親子でハッピーフェスティバル
　　引き続き、多くの子育て家庭の方々が参加してもら
　えるような魅力あるイベントを実施していく。
【対象イベント②】わくわくフェスタ
　　同日実施の「柏原ふれあい広場」と連携を図り、PR
　の機会を増やすなどで集客増を目指す。

2



【施策４：幼児教育・保育施設等の充実】

①認定こども園の推進

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

認定こども園入所者数 － 120人分 未実施 ×（０％）

　施策の変更により、平成32年度の幼保一元化による認定こ
ども園の開設を目標として『公立幼稚園及び公立保育所の再
編整備に関する基本計画（案）』を平成28年4月に策定し、
平成28年4月18日から5月末日までパブリックコメントを実
施中。
　このため、目標値を達成することは困難となる見込みであ
るが、この戦略の期間中に整備が進む見込みのため、そのま
まとする。

②低年齢児保育の推進

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

市内保育所の民営化 － 2園 0園 ×（０％） 　法善寺保育所（１園）を平成28年4月1日より民営化。

低年齢児保育枠 － 20人分 31人分 ◎（155%）
　保育所待機児童数が平成26年度13人、平成27年度７人と
いう現状と、今後の需要を見越して設定。

③保育施設の環境整備、運営支援及びサービスの推進

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

保育所及び放課後児童会の年度当初
の待機児童数（年度当初）
※減少目標

13人 0人 21人 ×（基準値以下）
　民間の小規模保育施設の認可や法善寺保育所の民営化によ
る低年齢児保育枠の拡大、学校施設の活用により、平成28年
4月1日現在、待機児童0人。

【施策５：教育指導の推進】

①学力・体力の向上と支援の充実

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

「全国学力・学習状況調査」
各教科正答率の平均値（小学校）

全国平均に並ぶ 全国平均＋５ポイント 全国平均より低い ×（基準値以下）
　学習習慣の定着に課題が見られる。今後は、柏原市総合学
力調査を実施し、結果を分析・活用することで授業改善に繋
げる。

「全国学力・学習状況調査」
各教科正答率の平均値（中学校）

　全国平均より低
い

全国平均に並ぶ 全国平均に近づく
△

（基準値から上昇）
　前年度と比較し微増。学習習慣の定着に課題が見られる。
今後は、各校の取組みの改善点を検討し、指導する。

全国体力・運動能力・運動習慣等調
査結果

全国平均に並ぶ 全国平均以上
小学校は全国平均より
低い
中学校は全国平均並

×（基準値以下）
　調査結果を踏まえて体育の時間が楽しいと感じる児童生徒
を増やし、授業等の工夫改善を行う。
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②経済的支援の充実

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

就学奨励費申請者数 － 165人 103人 △（62.4%）
　平成27年度から実施した事業であったが、事前の周知に一
定の効果があった。
　今後は、より一層周知に努め、経済的支援の充実を図る。

【施策６：教育環境の整備】

①小中学校教育・学校施設等の充実、環境整備

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

教育環境の満足度 3.25 3.67 3.32 △（90.5%） 市民意識調査の結果（5段階の満足度）

【施策７：地域連携・私学・高校・大学連携】

①大学との連携

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

市内に所在する大学との連携事業数 43 48 50 ◎（104%）

　大学との包括連携協定による各事業の連携が進んだため、
目標以上の連携事業数となっている。ただし、事業の中に
は、単年度で終了した事業も含まれている。
　今後もいろいろな分野での連携を進めていく。
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目標指標
基準値

（平成22年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

若者の市内雇用者数の割合 28.2% 33.1% 調査中 調査中

　割合は、国勢調査結果によるため、実績値は調査中。
【参考】
16歳～35歳の市民税特別徴収対象者における市内常住者の市
内就労者数の割合は、平成26年度が13.12％、平成27年度
が13.27%で、前年比0.15％（市内就労者数は773人から
871人に）増加している。

【施策１：企業等の地方拠点化とＩＣＴの利活用や地域産業競争力強化による地域活性化】

①地元企業等の育成

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

まち・ひと・しごとネット登録事業
者数

－ 1,200件 345件 △（28.8%）

【平成27年度地方創生先行型交付金事業】
　平成27年8月28日に市内事業所に登録意向等調査票を発送
し、登録希望及び電話勧奨を行い、合計３４５件登録。
　今後、登録件数の増える方策を検討予定。

かしわらWEB版就職フェアでの職
業紹介件数（年間件数）

－ 30件 6件 △（20.0%）

　平成28年1月12日から1月22日までウェブ版就職フェアを
開催し、９社求人募集事業者に対し６名の応募があり紹介状
を交付。次回は、期間を延長するなど開催方法等について検
討予定。

②企業経営の支援

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

中小企業融資件数 3件 10件 3件 △（30.0%）
創業支援事業計画や新規出店促進事業により、目標年度には
融資件数の約３倍となるよう、進めていく。

③地元商店等の活性化支援

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

空き店舗の活用による出店数（延
べ）

－ 8件 未実施 ×（０％）
【平成27年度加速化交付金事業】
　柏原市商工会が地域商業の活性化及び商工業の振興と安定
を図ることを目的に、平成28年度から実施予定。

市内商店街利用客数（平日1日当た
り）

758人 796人 741人 ×（基準値以下）

　まちづくり一体型商店街活性化支援事業（大阪府）を実施
している「オガタ通り商店街」の来街客数をもとに目標値を
設定。朝10時から18時まで近鉄堅下駅から入街した通行量調
査を実施。
　今後もにぎわいづくりのためのイベント等を支援すること
で、利用客数の増加を図る。

基本目標２　『働きやすいまち　かしわら』
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④創業支援の強化

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

創業者数（年間） － 9人 23人 ◎（256%）

　平成27年5月10日に国の認定を受け、セミナーを計6回開
催。連携する機関の融資相談など支援した方など23人の方が
創業。次年度も関係機関と連携し、事業を継続していく予
定。

⑤観光振興

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

観光振興イベント参加者数
（年間延べ）

－ 56,500人 63,100人 ◎（112%）

【対象イベント】
①ヒルクライムイベント　100人
②エンジョイストライダーカップ　3,000人（750人×4）
③観光ブドウ農園来場者　60,000人
　※市外でのPR販売及び景気好転と秋の大型連休等の影響も
あり、観光ぶどう狩り来場者数が多くなった。

【施策２：農業振興】

①地域農業の活性化

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

市民農園利用件数 827件 827件 827件 ◎（100%）
　開放できる区画が現在827区画あり、1区画に1件申
請可能であることから、最大利用件数を設定。
　市民農園の適正な管理を継続して行う。

ふるさと柏原ぶどう狩りツアーへの
参加者数（延べ）

350人 500人 410人 △（82.0%）
各駅へのポスター掲示や、市街へのPR販売の際のチラシ配布
等を積極的に行った。

②農業者への経営支援

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

認定農業者数 29人 30人 29人 △（96.7%）
　現在の認定農業者数を維持していくものとして設定。
　認定農業者を対象とした大阪府の補助制度を活用し、ハウ
ス加温機の導入を支援。

農業法人の育成 0法人 1法人 0法人 ×（０％）
今後、集落でまとまって営農している地域を対象に、法人化
等の意向を調査していく。
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③青年及び女性農業者の育成

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

ぶどう担い手塾受講者数（延べ累
計）

126人 226人 152人 △（67.3%） ２０名／年の目標を上回る参加者があった。

新規就農者（農業法人への就農を含
む）

1人 2人 3人 ◎（150%）
堅上地区にて親元への就農者２人
農業以外からの就農者１人

【施策３：人材の確保】

①地域資源の発掘と活用

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

ボランティア育成受講者数（年間） 21人 40人 45人 ◎（113％）
森ガイド養成講座　２９人
まちガイド養成講座　１６人

②地域就労の推進

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

就職フェア参加者数 112人 120人 112人 △（93.3）

　「かしわら・やお合同就職フェア」をアゼリア柏原で開催
した。求人募集されている１８社の企業に参加いただいき、
求職者１１２人の方が参加。
　平成２８年度については、八尾市と連携し、八尾プリズム
ホールで「やお・かしわら合同就職フェアを開催する予定。

大学と連携した合同会社説明会参加
者数

－ 20人 未実施 ×（0%）

　柏原市商工会、ハローワーク河内柏原と連携し、就労支援
事業に取り組んできた。今後、より一層連携し、学生に地元
企業に興味を持ち、就職していただく方策を検討していきた
い。

③地域における連携

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

産学官連携事業数 － 5件 未実施 ×（0%）

【平成27年度加速化交付金事業】Ｈ28年度実施予定
　地域コミュニティを支援し、地域を活性化させるために、
まちづくり意見交換会を実施し、まちづくりへの課題抽出、
アイデアを発案し、参加企業等のサポートを受ける事業を検
討中。

④勤労者福祉の増進

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

勤労者センター一般利用者数（年間
延べ）

11,572人 12,000人 10,108人 ×（基準値以下）
　勤労者センターを安全に管理し、引き続き、地域就労支援
事業や貸館のＰＲを強化し、微増となるよう進めていく。
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目標指標
基準値

（平成27年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

「住み続けたい」と答える人の割合 66.6% 71.1% 66.6% △（93.7％）
平成２７年度に実施した地方創生アンケートの結果を基準値
として使用。今後は、市民意識調査の項目に追加して検証す
る予定。

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

市内への転入者（※増加目標） 2,163人 2,260人 2,200人 △（97.3％）

市外への転出者（※減少目標） 2,534人 2,407人 2,782人 ×（基準値以下）

【施策１：定住・移住の推進】

①定住・移住促進

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

三世代同居・隣居・近居に伴う新築
及び改装補助申請件数

－ 10件 未実施 ×（0%）

空き家への移住・定住に伴うリ
フォーム補助申請件数

－ 5件 未実施 ×（0%）

②まちの魅力発信

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

広報特集号配布数 － 32,000部 32,000部 ◎（100%）
【平成27年度地方創生先行型交付金事業】
　市内全戸配布に加え、近隣市の沿線駅に配架し、市外から
の参加が多くあったイベント等でも配布。

公式サイト閲覧件数（月間平均） 25,453件 35,000件 25,000件 △（71.4%）
【平成27年度地方創生先行型交付金事業】
アクセシビリティの向上のため、今後、ウェブサイトを
リニューアル予定。

Facebookの「いいね」の数 2,140人 3,500人 2,601人 △（74.3%）

【平成27年度地方創生先行型交付金事業】
　市民対象の講習会の開催や記事の更新頻度を増加させた
が、目標値には達しなかった。今後は、投稿できる
Facebookの構築などにより「いいね」の増加を図る。

基本目標３　『住んでみたい、住み続けたいまち、かしわら』
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目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

「住みやすい（暮らしやすい）」と
答える人の割合

27.7% 37.7% 28.7% △（76.1%） 市民意識調査の結果を指標としている。

健康づくりにおける満足度 3.51 3.72 3.59 △（96.5%） 市民意識調査の結果（5段階の満足度）

【施策１：災害に強いまちづくり】

①住宅等の耐震化の促進

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

耐震診断、改修戸数（年間） 25戸 40戸 26戸 △（65.0%）

　木造住宅の耐震改修工事については、補助制度を利用して
も多額の自己負担が必要となるため、所有者が実施に踏み切
れない。
　広報や回覧による耐震制度の啓発に取り組む。

②総合的な治水対策の推進

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

大雨時の床下浸水件数（年間） 0件 0件 0件 ◎（100%）
　浸水被害を防除するため、片山浸水ポンプ場等の計画的か
つ効率的な維持管理を行った。今後もポンプ場の適正な維持
管理を行い、床下浸水件数０件を目指す。

③防災体制の強化

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

地域防災の満足度 3.08 3.19 3.12 △（97.8%） 市民意識調査の結果（5段階の満足度）

自治会における自主防災組織結成率 94.7% 100% 94.7% △（94.7%）

④老朽空家等の適正管理の推進

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

老朽空家等指導、助言件数（年間） － 10件 6件 △（60.0%）
平成28年度に空家等対策計画を策定し、それに基づき対応す
る。

基本目標４　『暮らしやすいまち　かしわら』
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【施策２：犯罪のないまちづくり】

①防犯対策の推進

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

防犯体制の満足度 2.99 3.20 3.12 △（97.5%） 市民意識調査の結果（5段階の満足度）

防犯カメラ設置済箇所数 98か所 180か所 122か所 △（67.8%）
年度ごとの設置件数ではなく、設置済箇所数による目標値達
成を目指して設定。

街頭犯罪件数（年間）
（※減少目標）

390件
⇒467件

195件
⇒233件

291件 △（75.2%）

当初の基準値及び目標値を年度件数で設定していたが、統計
資料の取扱上、年間件数が一般的であることから、基準値、
目標値ともに、年間件数に置き換えて再設定。

②交通安全対策の推進

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

市内交通事故発生件数（年間）
（※減少目標）

361件 180件 312件 △（27.1%）

　大阪府全体では前年に比べ約5％の減少がみられるなか、本
市では約14％減少している。ここ2年増加傾向にあったた
め、今後はこの件数から上昇することのないようにする取組
が必要。

放置自転車等移動保管台数（年間）
（※減少目標）

1,295台 900台 1,033台 △（66.3%）
　毎年の保管台数の推移をもとに設定。平成27年度の台数
は、自転車987台、原動機付自転車46台の合計。

【施策３：コンパクトなまちづくり】

①医療・福祉・商業施設等を集約したまちづくり

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

「計画的な土地利用」に関する満足
度

2.79 3.24 3.12 △（96.3%） 市民意識調査の結果（5段階の満足度）
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②地域を支える公共交通網の形成

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

堅上地区を新しいふるさととする特
認児童の中で、スクールバス運行に
よりバスを利用する人数

－ 33人増 16人増 △（48.5%）

（市内循環バスの一般利用者数）
　　※4月～翌年３月の延べ利用者
数

242,300人 ― 228,719人

③買い物弱者への支援

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

買い物支援事業利用者数 － 50人 未実施 ×（０％）
目標値は、市内の１部地域で事業を実施した場合の支援でき
る当初の人数を設定。

④コミュニティの形成

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

市内コミュニティセンターの利用件
数（年間延べ）

1,377件 1,583件 調査中 調査中 （市内6か所の利用状況を確認中）

地域担当職員制度利用（相談）件数
（年間延べ）

274件 342件 281件 △（82.2%）
定期訪問及び地区への会議の参加により昨年と同程度の実績
値となった。

まちづくり意見交換会参加者数 － 30人 未実施 ×（０％）

【平成27年度加速化交付金事業】Ｈ28年度実施予定
　暮らしやすいまちを作り上げるために、まちづくりへの課
題、アイデアなどを出しあい、事業案を検討するために、市
民に参加していただくもの。

【施策４：整備の行き届いたまちづくり】

①生活排水の適正処理

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

個人設置型浄化槽設置基数（年間） 1基 3基 1基 △（33.3%）
　今後も公共用水域の水質向上、生活環境の改善及び市民の
衛生的で快適な暮らしの実現を図っていくため、引き続き浄
化槽設置費用の一部助成を実施していく。

【平成27年度地方創生先行型交付金事業】
　今後も、特色ある教育の周知を図り、特認児童生徒数を増
加させることにより、スクールバス通学児童の増加を図る。
　スクールバス運行により、市内循環バスへの通学児童の混
乗は無くなったが、一般利用者の増加はほとんどない。
　スクールバス通学児童の平成27年度バス利用延べ人数が
13,272人であるのに対し、市内循環バス利用者の推移は
242,300-228,719=13,581人減となっており、ほとんど
利用の増加がみられない。

11



②公共交通網の整備等

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

交通網の整備の満足度 2.81 2.92 2.87 △（98.3%） 市民意識調査の結果（5段階の満足度）

都市計画道路整備率 19% 21% 19% △（90.5%）
H26から継続事業中。
H28年度事業完成を予定しており、H29.3 末に目標値達成見
込み。

【施策５：健康づくりの推進】

①健康増進サービスの充実

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

「セレクトウェルネス柏原」参加者
数

2,568人 3,500人 2,684人 △（76.7%）
毎回好評で、コースによっては公募するとすぐ定員を超える
状況となっている。今後も新規利用者が増え、利用しやすい
ように改善を加えていきたい。

特定健診受診率 34.03% 60% 37.30% △（62.2%）
受診勧奨のハガキを送付し、受診率向上に努めた。継続して
いく。

健康ウォーキング参加者数 95人
2,000人
⇒100人

60人 ×（基準値以下）
　１回雨天中止になったこともあり参加人数が少なかった。
　目標値については、健康ポイント事業の参加人数を見込ん
でいたが、事業計画が中止となった為、見直す必要がある。

人間ドック受診者数（国保加入者） 933人 1,300人 876人 ×（基準値以下）
無料の特定健診を受診する方が増えた。人間ドックのメリッ
トを周知していく。

②高齢者の生きがい推進

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成27年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

講習会参加者数（延べ） － 150人 99人 △（66.0%）
【平成27年度地方創生先行型交付金事業】
　Ｈ27年度に３回の講習会を実施した参加者数で終了。

目標指標
基準値

（平成26年度）
目標値

（平成31年度）
実績値

（平成27年度）
達成状況（率） 備考

自然体験学習施設の地元地区雇用
（年間）

－ 3人 2人 △（66.7%）
【平成27年度地方創生先行型交付金事業】
　Ｈ２７年度は市直営で業務委託会社が雇用。
　Ｈ２８年度以降は指定管理者により雇用。
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※総合戦略に、該当するKPIは設定なし。

目標指標
総合戦略で該当

する施策名
目標値 実績値 達成状況（率） 備考

かしわらWEB版就職フェアによる
就労人口

基本目標２
　施策1）①地元
　企業等の育成

20人 2人 10.0%

　平成28年1月12日から1月22日までウェブ版就職フェアを
開催。９社求人募集事業者に対し６名の応募があり紹介状を
交付し、２名の採用が決定した。今後も、期間を延長するな
ど開催方法等について検討し、実施していく。

市民総合フェスティバル会場最寄駅
乗降客数

基本目標３
　施策1）②
　まちの魅力発信

30,000人 13,600人 45.3%
　公共交通機関等の利用による来場を広報等で周知し、フェ
スティバル効果促進事業の実施により、約2倍の客数を目標値
とした。

フォトコンテスト参加者数
基本目標３
　施策1）②
　まちの魅力発信

100人 41人 41.0%

　前回実施より募集期間を長く設定することで応募数の増加
を見込んだが、募集期間が長いことがかえって応募意欲を低
下させた可能性がある。また、前回は「夕日」に限った写真
撮影のテーマを「夕日」「ぶどう」「歴史」の３部門に増や
したが、時期や撮影場所が限られるせいか、ぶどうをテーマ
とした作品は少なかった。

まちの魅力発見講演会参加者数
（延べ人数）

基本目標３
　施策1）②
　まちの魅力発信

1,000人 235人 23.5%
　４回連続講座の講演会を行ったが、自治体職員向けの内容
と捉えられたようで、回を追うごとに一般市民の参加が減少
した。

地方創生先行型交付金事業におけるKPI（平成27年度）

13


